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最新の乗用車用排ガス・燃費計測試験に準拠した 

国際基準WLTP対応シャシダイナモの販売を開始 

 

東芝三菱電機産業システム株式会社（以下、TMEIC）（社長：山脇 雅彦）は、乗用車の排出ガス／燃費

試験の国際基準試験である「乗用車等の国際調和排出ガス・燃費試験法：Worldwide harmonized Light 

vehicles Test Procedure（以下 WLTP）」に対応した排ガス・燃費測定用シャシダイナモの販売を 2017 年 8

月から開始しました。 

 

WLTP は、燃費や排出ガス計測のため、乗用車運転時の走行パターンを決めた国際的な試験方法で、

国際的な排出ガス／燃費の統一評価方法として各国での導入が進んでいます。日本でも、2018 年 10 月か

ら従来の燃費計測方法である JC08 モードから WLTP への切り替えを予定しており、自動車関連会社各社

では WLTP 対応が求められています。 

 

TMEIC はこれまでに培ってきた産業用モータ＆ドライブの技術を生かした応用技術として、高性能な自動

車試験用シャシダイナモ装置を 1968 年から販売し、国内自動車会社を中心に導入いただいています。 

 

今回新たに開発したシャシダイナモは新規導入を中心に、WLTP および JC08 両対応シャシダイナモを含

めて、2020 年には自動車会社および自動車関連部品会社など向けシャシダイナモの国内販売シェア 20％

を目指します。なお、既設のTMEIC製シャシダイナモはソフトウエアのアップデートによりWLTPおよびJC08

への対応が可能です。 

 

お客様にとっての導入メリット： 

・WLTP に沿った排出ガス／燃費評価基準の 2018 年度対応  

・WLTP を含む様々な運転条件に対応した使いやすい画面 

・最高速度 200km/h までの範囲で 0.075％の高精度なトルク計測可能 

 

 

TMEIC 自動車試験ソリューションホームページ 

http://www.tmeic.co.jp/product/automobile/ 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       オーバーハング式シャシダイナモ                 走行抵抗設定画面 
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【参考】シャシダイナモの仕様 

 

仕様
動力計 容量 150/110kW（吸収／駆動）

速度 70/200km/h（基底／最高）
回転計測 ロータリーエンコーダ
トルク計測 静圧揺動方式＋高精度ロードセル

ドラム 形式 シングルドラム
寸法 外径：1219.2mm

固定慣性量 1軸分 1361kg（車重換算）
計測精度 トルク ±0.075% F.S.
走行抵抗設定 準拠規格 WLTP、SAE(米)、ECE(欧)、TRIAS(日)

項目

  

報道関係からのお問い合わせ先 

東芝三菱電機産業システム株式会社 経営企画本部 ブランド企画グループ  http://www.tmeic.co.jp/ 

〒104-0031 東京都中央区京橋3-1-1 東京スクエアガーデン  Tel: 03-3277-4319    Fax: 03-3277-4578 

ＴＭＥＩＣ（ティーマイク）は、社会を支える基盤である「ものづくり」の現場ニーズにお応えするために、社会の発展と美しい地球環境

とを調和させる産業システムインテグレータとして、「産業」「社会」「環境」の未来を常に見据えています。工場・プラントにおいて原

動力となっている回転機、電力を変換・制御するパワーエレクトロニクス、そしてプラント全体を計画し実現するエンジニアリング、こ

れらの技術をコアに、ものづくりと環境マネジメントに最先端の技術で貢献していきます。 

 


